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１．第 43 回共同実験（クロスチェック）について

　会員各社の分析技術の向上ならびに情報共有を図る目的で分析項目に「水中のトリ

クロロエチレン（2 水準）」とし、下記の要領で実施しました。

　１）スケジュール

　　①　参加の申し込み　　　　　　　7 月 29 日（金）締め切り

　　②　試料および分析要領の配布　　8 月 22 日（月）～ 8 月 26 日（金）

　　③　分析結果の提出締め切り　　　9 月 22 日（木）

　　④　提出結果のとりまとめ・統計作成　～ 10 月下旬

　　⑤　成果発表

　２）試料の調製方法および配布

　　①　標準物質等を用い、対象物質を所定の濃度に調製する。

　　②　上記試料をポリ容器 2 本 ( 各 250ml) に入れ、宅急便にて配布する。

　３）分析方法等

　　①　分析方法　JIS K0102 等

　　②　分析回数　同一オペレーターが 2 回測定する。

　　③　報告値　　各分析値の平均値を有効数字３桁で報告する。 　　　　　

　　　　2 水準、合計２データを報告いただきました。

２．2022 年度技術事例発表会および実務者技術フォーラム
　日時：2022 年 11 月 25 日（金）13：15 ～ 16：30

　会場：千葉市民会館（千葉市中央区要町 1-1）および Zoom オンライン

１）技術事例発表会

　参加者：

　　千環協理事：津上昌平、野口康成、平山千恵子、川口弘樹、野田典広

　　事業所（会場）：イカリ消毒株式会社、株式会社太平洋コンサルタント、

　　　　　　　　　中外テクノス株式会社、株式会社三井 E&S テクニカルリサーチ、

　　　　　　　　　株式会社ユーベック 、菱冷環境エンジニアリング株式会社

　　事業所（Zoom）：AGC 株式会社、株式会社合同資源、株式会社ダイワ、

　　　　　　　　　　株式会社千葉分析センター、株式会社千葉分析センター、

　　　　　　　　　　月島機械株式会社、公益社団法人船橋市清美公社、

　　　　　　　　　　株式会社日立産機ドライブ・ソリューションズ　

２０２２年度技術事例発表会および実務者技術
フォーラム

千葉県環境計量協会

技術委員長　野田典広
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　　進行：

　　　・開会あいさつ　　　　　　　　　　　　　　津上昌平　会長

　　　・発表①　下水中の新型コロナウイルス検査

　　　　　　　　　　　中外テクノス株式会社　西島優也

　　　・発表②　環境試料の金属分析における、コンタミネーション低減

　　　　　　　　　および前処理自動化事例のご紹介

　　　　　　　　　　　ビーエルテック株式会社　秋月晃

新型コロナウイルス感染症は感染の拡大と収束を繰り返し、2022 年 11 月 8 日現在にお い
ても完全な収束には至っておらず、第 8 波が警戒されている。一方、ワクチン接種に伴う 
重症化率の減少から、感染状況の全数把握が見直されている。
当社は、新型コロナウイルス感染症の流行以前から、下水処理場におけるノロウイルス分 
析業務を実施している。ノロウイルス分析の基盤を、新型コロナウイルスに活用し、2020
年 5 月に下水コロナウイルス検査サービスを開始した。また、同年 6 月にはユーロフィン 
日本環境 ( 株 ) と共同で環境中のコロナウイルス検査サービスを開始した ( 図 1)。
本発表では、下水コロナウイルスの分析方法と当社における実施例について紹介する。

　　　・発表③　第 43 回共同実験（クロスチェック）の結果報告

　　　　　　　　　　　千環協技術委員会／ AGC 株式会社　椎葉裕

　　　・発表④　参考図書の紹介「失敗から学ぶ環境測定分析（改訂版）」

　　　　　　　　（一社）日本環境測定分析協会編著　2021 年 3 月発行

　　　　　　　　　　　千環協技術委員会／基礎地盤コンサルタンツ株式会社　野田典広
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第 43 回共同実験（クロスチェック）水中のふっ素：2 水準　　

１．実務者技術フォーラム　　

　　Zoom 班：代表　株式会社ダイワ　有田太郎

　　会場班：代表　AGC 株式会社　椎葉裕　

　①　今回の共同実験について

　②　その他

２．閉会挨拶　　　−　千葉県環境計量協会　副会長　野口　康成

実務者技術フォーラム　オンライン開催

実務者技術フォーラム　会場側発表者

　　AGC 株式会社　椎葉裕氏

実務者技術フォーラム

オンラインでの討議

実務者技術フォーラム

会場での討議

実務者技術フォーラム　Zoom 発表者

　　株式会社ダイワ　有田太郎氏

実務者技術フォーラム　会場全体 実務者技術フォーラム　閉会挨拶

　　千環協副会長　野口康成
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会場班　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表：AGC 株式会社　椎葉裕
①　第 43 回共同実験について
　・高めの数値結果が出た機関は、日常使用している機器が故障したため、代替
　　の機器を使用したためか、と思われた。機器のメンテナンスの重要性を感じた
　・ 流れ分析では、1mg/L 程度の低い濃度では、数値が低くなる傾向が見られた
　　が n 数が少ないため断定はできない。
②　その他、日常の分析について
　・ ふっ素の土壌溶出量については、自然由来のものの影響で基準値を超過する
　　が原因を特定できない例が多々ある。ただし、コンクリートでふっ化カルシ
　　ウムを使用している場合には、由来がわかるケースもある
　・ 土壌中のふっ素は、粉砕、分取、前処理方法、経時変化により、数値が変化
　　する

１ ２

オンライン班　　　　　　　　　　　　　　　代表：株式会社ダイワ　有田太郎
①　第 43 回共同実験について
　・ イオクロマトグラフ法が分析方法として最も多く、今回試料は妨害物質がな
　　く、いずれの方法も好結果だった
　・  ふっ化物を分析するにあたり、蒸留操作は難しく、流出速度、温度、145℃
　　の維持、沸騰条件など注意すべき点は多い
　・  標準添加を蒸留前と後にする機関があり、どちらもばらつくことがある
　・  分析検討項目が多いと、一つ一つのチェックが難しい
　・ ビーエルテック株式会社の平成 29 年の環境省のとりまとめた事例の紹介が
　　あり、流れ分析法が、ふっ化物の分析方法として、最もよかったことが紹介
　　され　た。テトラフルオロほう酸化合物といった、単純なふっ化物以外のふっ
　　素は、蒸留しないと回収できない
　・ イオンクロマトグラフ法では、ふっ化物イオン以外のふっ素を検出できない
②　その他、日常の分析について
　・日常管理された機器を使用する
　・分析機器、およびピペット等器具の日常の管理に注意している　
　・異常値の判定は、システムを利用して管理しているが、人の目によるダブル
　　チェックも行っている

２０２２年度実務者技術フォーラムでの討議概要
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